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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 胃全摘出は，消化管本来の順路や位置関係を変更す

るため，消化管ホルモンの分泌動態ならびに消化吸収

に関係する各臓器の機能相関に影響を与え，ひいては

術後の栄養状態にも関与してくることが推定される．

そこで胃全摘後の消化管再建術式を，食物が十二指腸

を通過するか否かにより2大別し，第1編ではブドウ

糖負荷後の消化管ホルモン動態を解析することによ

り，第2編では術後巣養状態を客観的総合的に分析す

ることにより比較検討した．

 対象および方法

 1）第1編では，胃癌全摘患者14例を再建術式別に

Roux Y術7例，空腸間置術（lnterposition術）7例

に分け，これに正常人対照群6例を加えた計20例を対

象とした．これらに10g静脈内ブドウ糖負荷試験（10g

IVGTT）および75g経ロブドウ糖負荷試験（759

0GTT）を施行し，それぞれ経時的に血糖，インスリ

ン，膵グルカゴン特異抗体反応性グルカゴン，非特異

抗体反応性グルカゴン（Total GLI），ガストリソ，セ

クレチン，pancreatic polypeptide（PP）を測定し比

較検討した．

 2）第2編では，Roux Y術8例， Interposition術12

例，計20例を対象とし，面接調査，身体計測，栄養評

価を行ない比較検討した．

 結果および考察

 1）7590GTTにおいてRoux Y群の方が糖尿病類
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似の反応様式を示した，

 2）胃全摘症例の7590GTTにおける血糖上昇物質

としてTotal GLIの関与が考えられ， Total GLIは

Roux Y群の方に有意に高値を示した．

 3）extragastric gastrinの存在が示唆され，その分

泌に食物の十二指腸通過の有無が関与すると推定され

た．

 4）PPの分泌機序として迷走神経ルート以外に，食

物の十二指腸通過の有無が関与することが示唆された．

 5）社会復帰状態はInterposition群が有意に良好で

あった．

 6）自覚症状や食事摂取量は，必ずしも社会復帰を規

制する因子とはなり得ないと思われた．

 7）体重および身体計測より比較して，Roux Y群の

有意な体重減少は，筋蛋白消耗によるものと推定され

た．

 8）血中栄養指標による比較では，TFNはAIbより

鋭敏にRoux Y群の栄養障害を反映したと考えられ
た．

 9）栄養評価指数により客観的総合的に両群を比較

して，Interposition群が有意に良好な結果を得た．

 結論

 胃全摘後の2つの再建術式を比較検討した結果，

Interposition術の方が， Roux Y術よりも生理的状態

に近く，術後耐糖能および術後栄養状態において優れ

ている．



171

論 文 審 査 の 要 旨

 胃癌手術の場合に胃全摘出手術を行なうことがあるが，その場合に食道と空腸を吻合するRoux Y

術と食道と十二指腸の間に短い空腸を挿入吻合する空腸間置術が行なわれている．このような消化管

の順路の変更や位置の変化により，消化管ホルモンの分泌動態ならびに消化吸収に与える影響が考え

られるので，この点について臨床例を対象に検討した．

 各症例について，ブドウ糖負荷試験における血糖，インスリン，膵グルカゴン，ガストリン，セク

レチン，Pancreatic Polypeptideを測定し，また身体計測，栄養評価を行なった結果，十二指腸を通

過する空腸間置術の方が十二指腸を通らずに直接空腸に通るRoux Y術よりも優れていることを明

らかにしたもので，学術上価値あるものと認める．
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